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業績予想と実績値との差異及び剰余金の配当に関するお知らせ 

 

平成 28年 5月 16日に公表した平成 29年 3月期の通期業績予想と実績値を比較して、下記のとおり差

異が生じましたのでお知らせいたします。 

また、本日開催の取締役会で平成 29年 3月期の期末配当を平成 28年 5月 16日に公表した 1株当たり

20円から 4円増配し 1株当たり 24円とすることを決議しましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１． 業績予想との差異について 

 

平成 29年 3月期通期連結業績予想と実績値の差異（平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり当期純利

益 

前回発表予想(A) 百万円 

22,000 

百万円 

800 

百万円 

950 

百万円 

630 

円 銭 

113.56 

今回発表実績(B) 21,917 823 968 644 116.10 

増減額(B-A) △82 23 18 14  

増減率(%) △0.4 3.0 1.9 2.2  

(ご参考)前期実績 

（平成 28年 3月期） 

22,873 1,190 1,228 791 142.69 

 

平成 29年 3月期通期個別業績予想と実績値の差異（平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益 

前回発表予想(A) 百万円 

16,300 

百万円 

560 

百万円 

360 

円 銭 

64.89 

今回発表実績(B) 17,291 722 494 89.18 

増減額(B-A) 991 162 134  

増減率(%) 6.1 29.0 37.4  

(ご参考)前期実績 

（平成 28年 3月期） 

17,995 846 582 104.98 

 



＜差異の理由＞ 

【連結】 

平成 28年 5月 16日に公表した平成 29年 3月期通期の予想に対し、売上高は日本国内では製造

業各社の設備需要が好調であったため上回ったものの、海外では伸びず、その結果、ほぼ予想通り

にとどまりました。利益は国内で良好だったことに加え、海外でも予想以上に好調であったことか

ら上回りました。 

【個別】 

平成 28年 5月 16日に公表した平成 29年 3月期通期の予想に対し、売上高は日本の製造業各社

の設備需要が予想以上に引き続き旺盛であったことを主因として上回りました。また、利益は、海

外子会社からの配当金収入が多かったことから予想を上回りました。 

 

２． 期末配当について 

当社グループは、将来の事業展開や企業体質の強化のための内部留保に留意しつつ業績に見合った配

当を行うことを基本としております。平成 29年 3月期通期の業績が平成 28年 5月 16日に発表した予想

を上回ることになったことから、本日開催した取締役会で平成 29年 3月期の期末配当を平成 28年 5月

16日に公表した 1株当たり 20円から 4円増配し 24円とすることを決議しました。 

なお、本件は平成 29年 6月 29日開催予定の定時株主総会に付議する予定であります。 

 

配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

(平成28年5月16日公表) 

前期実績 

(平成 28年 3月期) 

基 準 日 平成 29年 3月 31日 平成 29年 3月 31日 平成 28年 3月 31日 

1株当たり配当金 24円 00銭 20円 00銭 

30円 00銭 

(普通配当 25円) 

（記念配当 5円） 

配 当 金 総 額 133百万円 ― 166百万円 

効 力 発 生 日 平成 29年 6月 30日 ― 平成 28年 6月 30日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

 

 

以 上 


